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　犯罪や事故などから市民を守り、全て

の市民が安心して暮らせるよう、安全対

策を強化していきます。

・防犯灯やガードレール、反射鏡など、

市民を事件や事故から守るための施設

整備を推進します。

・事件や事故から市民を守るための地域

レベルでの活動の強化を目指し、必要

な支援を積極的に行います。

市民が育む  品格と活力のあるまち  やしお　リーディングプロジェクト
　後期基本計画では、将来都市像の実現に向け、その実効性を確保するため、全大綱を通じて「都市（ハード面）」と「市民
（ソフト面）」の両面からのアプローチにより、「都市の品格プロジェクト・市民の品格プロジェクト」「都市の活力プロジェク
ト・市民の活力プロジェクト」を位置づけ、重点的に取り組む施策をまとめています。
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　市民を中心に、企業や市民団体など、

さまざまな人たちがまちづくりに参加す

るための環境を整備し、だれもが「ふる

さと八潮のために」と活動していけるま

ちを目指します。

・市の政策決定の過程で、市民の思いや

意見が反映されるよう、市民参画シス

テムの構築を目指します。

・協働によるまちづくりを進めていくた

め、まちづくりの憲法ともいえる「自

治基本条例」を制定し、だれもが地域

のことを考え、行動できる基盤を整備

します。

・市民のまちづくりへの参加を支える、

行政職員の能力と意欲を高め、柔軟で

機動力のある行政体を目指します。

まちづくり市民参加
プロジェクト

　市民の希望や意欲を現実にするために、

各ライフステージにおける学習支援を積

極的に展開していきます。

・小中一貫教育を通じ、児童生徒一人ひ

とりに確かな学力と心豊かでたくまし

く生きる力を培うため、きめ細やかな

教育を推進します。

・市民の生涯学習ニーズに対応するた

め、市民大学及び市民大学大学院の拡

充をはじめ、さまざまな手段を利用し

た学習機会の提供に努めます。

・高齢者や障がいのある方をはじめ、あ

らゆる人の社会参加や社会貢献を実現

するための支援を積極的に展開します。

市民の意欲と生きがい応援
プロジェクト

市 民 の 品 格

　魅力を感じさせる都市的要素、水と緑
に気軽にふれあうことのできるやすらぎ
の環境が調和した「八潮らしい」景観を形
成します。
・地域の歴史や文化、立地特性を活かし
た街並みの形成に向けた施策を充実し
ます。
・都市計画マスタープランに基づき、無
秩序な開発を防ぎ、計画的なまちづく
りを推進します。
・建築物ガイドラインにより、建物の高
さや色の調和を目指します。
・市民参加型の景観形成活動を推進します。

「八潮らしさ」を感じる景観形成
プロジェクト

都 市 の 品 格

　市民生活に欠かせず、また市外の人た
ちとの交流地点となる八潮駅周辺につい
て、やしおの玄関口にふさわしい整備を
進めます。
・多くの人たちが集まる駅の特性を活か
し、駅周辺に多様な都市機能が集積す
るよう整備誘導を促進します。
・南口には駅前広場とともに公園の整備
を行い、市民とともに将来ビジョンを
描いていきます。
・高齢者や障がいのある方、外国人など、
すべての人たちにやさしい駅周辺のま
ちづくりを推進します。

八潮の顔・八潮駅周辺整備
プロジェクト

すべての人にやさしい「八潮・あんしん」
プロジェクト

市 民 の 活 力都 市 の 活 力

　市民のだれもが生涯にわたり健康で明

るく暮らせるよう、健康づくりやスポー

ツに親しめる環境づくりを進めていきま

す。

・市民のだれもがスポーツ活動に参加す

ることができるよう、地域レベルでの

組織づくりを支援します。

・市民のだれもが気軽に取り組めるライ

フステージに応じた体力の増進及び維

持できるためのプログラムの構築や指

導者の育成に努めます。

・運動による健康づくりとともに、食育、

休養など、生活全体を考慮した市民の

健康づくりのサポートに向け、保健、

医療、福祉の連携を推進します。

健康づくり市民
プロジェクト

　つくばエクスプレスの開通を契機に、

市民一人ひとりが「八潮のセールスパー

ソン」となり、まちのよさをＰＲしてい

きます。

・製造業や近郊農業の集積など、地域特

性を活かした観光メニューを開発する

など、市民ふれあい型の観光の振興を

目指します。

・市民の人たちがふるさとのよさを再発

見できるよう、地産池消をはじめとす

る新たな仕組みづくりに取り組みます。

・つくばエクスプレス沿線の自治体と共

同で、地域のよさをアピールする効率

的・効果的な広告・宣伝活動を推進し

ます。

八潮イメージアップ
プロジェクト

　本市の産業振興の主役である中小企業

の活性化を目指し、高付加価値化や独自

性の発揮を進めるための取組を積極的に

支援していきます。

・中小企業の技術開発や製品及びサービ

スの高付加価値化に向けた取組に対し、

技術面と資金面双方から支援します。

・産業間の交流の機会を創出し、新たな

ビジネスの創造を支援します。

・民間の研究所や大学などとの連携を推

進するとともに、本市産品の積極的な

PRに取り組みます。

中小企業いきいき
プロジェクト

　生涯学習によって得られたエネルギー

がよりよいコミュニティづくりに結び付

けられるよう、枠組みづくりを進めてい

きます。

・町会や自治会をはじめ、NPO、ボラン

ティアグループなどが、それぞれの特

性に基づいてもてる力を発揮できるよ

う、行政と各種団体の連携を進めると

ともに、各種団体間の交流の基盤づく

りを推進します。

・学校応援団の創設や防犯組織など、だ

れもが安心して暮らしていけるための

地域レベルでの組織づくりを支援しま

す。

元気なコミュニティ創造
プロジェクト
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